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Tomorrow’s Hope, Today’s Harmony
～和をもって貴しとなす～

２月　平和構築と紛争予防月間
2023-24  RI テーマ ● 世界に希望を生み出そう

福井 敬 会長 石黒 功 会員黒谷 尚弘 会員 寺嶋 一彦 会員

会長挨拶 福井 敬 会長

（通算3572回）例会
令和６年２月１日

第 回26 例会場：ホテルアークリッシュ豊橋

　本日、私と小笠原会員と河合珠美会員が誕生日のお
祝いをしていただきますが、実は３人とも２月４日生
まれです。２月４日は皆さんご存じの通り立春です。
旧暦で言う正月にあたり、とてもおめでたい日です。
実際に神社では立春祭が行われ、酒蔵から「立春朝絞
り」という祝い酒が提供されるなど、全国各地でおめ
でたいイベントが開催されます。また、立春にはやる
べきことがいくつかあります。１年の無病息災を願い
「立春大吉」のお札を玄関に貼ることや、新年の早朝
に井戸や湧き水から初めて汲んだ「若水」を飲むこ
と、身を清める食べものとされる豆腐を食べることで
す。ちなみに、立春を過ぎて最初に吹く南寄りの強い
風を「春一番」と呼びます。この様に立春は色々なも
のの始まりの日とされています。
　立春は新たなことを始めるのに大変良い日とされて
います。青春にも「春」という字が入っているよう
に、春は人の心をわくわくさせます。私と小笠原会員
は65歳になり高齢者のカテゴリーになりますが、人生
100年時代です。「60の手習い」と言うように、まだ
まだ新しいものに挑戦していきたいと考えています。

に運良く選ばれました。訪問先は、インド、タイ、カ
ンボジア、ビルマ、ベトナム、マレーシア、シンガ
ポール、香港、台湾の９ヵ国で、各国10日間ずつ滞在
しました。当時は貧困の時代でしたが、私にとっては
大変良い勉強になりました。
　私が初めてロータリーに参加したのは、21歳の時に
蒲郡ＲＣで東南アジアでのお話をさせていただいた時
です。紹介していただいた方も言葉足らずだったのか
もしれませんが、そこで１時間半も話してしまい、大
変なことをしてしまったと反省しています。豊橋ＲＣ
へは、青木会員のお父さんのご紹介で入会させていた
だきました。入会の時に当時の情報委員長からレク
チャーを受ける予定でしたが「ロータリーの話は堅苦
しいから飯を食べて帰らないか」と言われ、ロータ
リーの話は何も聞かずに入会してしまいました。
　時間が来てしまいましたので、12年後の96歳の時
に続きをお話しさせていただきたいと思います。

年男放談①
プログラム委員会  担当

放談① 黒谷 尚弘 会員

　私は1940年の生まれで、今年で84歳になります。私
が５歳の時にマグニチュード6.8の三河地震があり、そ
の年の８月15日に日本は敗戦して終戦を迎えました。三
河地震の時には空襲や豊川海軍工廠の爆撃があり、当
時戦争は負けるだろうと感じていたと後に親達に聞か
されました。６歳の時には、私が通っていた八町小学校
に昭和天皇がご行幸されました。当時はお顔を見るこ
とも不敬とされたため、最敬礼でお迎えし、頭を上げた
時には陛下はお見えになりませんでした。ですが後か
らいただいたその場面の写真は今も大事にしています。
　21歳の時には、日本の青年の研鑽を深めるために各
県から１名を海外へ派遣するというものがあり、それ

放談② 寺嶋 一彦 会員

　４年前に私が学長になった際、豊橋技術科学大学の
新たな「キャンパスマスタープラン」をつくり、学内
をいくつかのエリアに分けました。それぞれ、ロボッ
トやセンサー、IOT等のソサエティ5.0に対応できるよ
うな施設を集めたエリアや、体育館や運動場、野球場
等のクラブ活動のエリア、食堂のエリア、留学生と日
本人学生が５人１部屋で生活する宿舎がある多文化共
生キャンパスのエリアとなっています。
　２年後の2026年は本学の50周年になります。それ
を記念して、色々と新しいことをしようと考えていま
す。具体的に、新LSI工場や、企業の方と共同研究す
るためのオープンラボラトリーの建設を考えており、
建設後は、CADや3Dプリンター等の工作機械を置い
て、趣味を楽しみたい方や学生がいつでも使えるよう
な、地域に開かれた施設にしていきたいと思います。
また、ロボコン同好会や吹奏楽部、ジャズクラブ等の

部活動が練習や演奏会の出来る開かれた施設や、学生
だけでなく、産学連携のために訪れた企業の方や、地
域の方も利用できる第二食堂も造っていきたいと考え
ています。技科大生は研究ばかりしているイメージが
あるかもしれませんが、キャパの広いテクノロジーに
強い学生というイメージで世の中へ送り出したいと考
えています。地域の方につくっていただいた大学なの
で、これから更に地域と社会に開かれた大学を目指し
ていきたいと思います。
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岡村 正造 出席委員出席報告

当日出席者　80名
総会員数 110名

計算会員数　96名中16名欠席
出席率  83.33%

例会予定

ソングリーダー 宮本 順子 会員歌

「君が代」
「それでこそロータリー」

誕生祝い

２月８日（木）インターアクト卒業生を送る会
２月15日（木）年男放談②

　４年前に私が学長になった際、豊橋技術科学大学の
新たな「キャンパスマスタープラン」をつくり、学内
をいくつかのエリアに分けました。それぞれ、ロボッ
トやセンサー、IOT等のソサエティ5.0に対応できるよ
うな施設を集めたエリアや、体育館や運動場、野球場
等のクラブ活動のエリア、食堂のエリア、留学生と日
本人学生が５人１部屋で生活する宿舎がある多文化共
生キャンパスのエリアとなっています。
　２年後の2026年は本学の50周年になります。それ
を記念して、色々と新しいことをしようと考えていま
す。具体的に、新LSI工場や、企業の方と共同研究す
るためのオープンラボラトリーの建設を考えており、
建設後は、CADや3Dプリンター等の工作機械を置い
て、趣味を楽しみたい方や学生がいつでも使えるよう
な、地域に開かれた施設にしていきたいと思います。
また、ロボコン同好会や吹奏楽部、ジャズクラブ等の

部活動が練習や演奏会の出来る開かれた施設や、学生
だけでなく、産学連携のために訪れた企業の方や、地
域の方も利用できる第二食堂も造っていきたいと考え
ています。技科大生は研究ばかりしているイメージが
あるかもしれませんが、キャパの広いテクノロジーに
強い学生というイメージで世の中へ送り出したいと考
えています。地域の方につくっていただいた大学なの
で、これから更に地域と社会に開かれた大学を目指し
ていきたいと思います。

伊藤 晴康 幹事幹事報告

１．2024-25年度地区研修・協議会開催案内が届きま
した。関係者の方には改めてご案内を致します。

　　　４月７日（日）12:30～17:00
　　　名古屋マリオットアソシアホテル
２．例会終了後、４階グリーンルームにて理事会を開
催します。

ニコニコBOX 縣 政行 ニコニコ委員

■年男放談楽しみにしています。よろしくお願いします
　福井 敬 会長　伊藤 晴康 幹事　
■年男放談でお話させていただきます
　黒谷 尚弘　石黒 功　寺嶋 一彦　各会員
■本日の年男放談を楽しみに、出席報告をさせていただ
きました
　岡村 正造 会員
■先週の職業奉仕フォーラムで、アドバイザーとして発
言させていただきました
　冨田 佳央 会員
■先週の職業奉仕フォーラムで発表させていただきました
　山本 貴浩　山口 耕平　松井 大輔　浦野 文博　各会員
■週末１月27日（土）、地区インターアクター18クラブ
46名、顧問先生11名の参加で、愛知県青年の家にて、
インターアクトクラブ・リーダー研修会を１日実施し
ました。本研修会を創設された佐藤裕彦ロータリー奉
仕副委員長にも、朝早くから夜の部までお付き合いい
ただきました。ありがとうございました
　大塩 啓太郎 地区ＩＡ委員長
■本日２月１日午前中、東愛知日産自動車（株）の創立
64周年の式典を行う事が出来ました。多くの皆様の日
頃のご支援に感謝申し上げます
　青木 公貞 会員
■豊橋西高校の校外学習の一環で、総合学科１年生の有
志に、弊社ユタカサービスで「女性が働きたいと思え
る職場とは」というプレゼンテーションを４チームに
していただきました。弊社「働く女性応援プロジェク
ト」のメンバーも若い子たちの斬新な視点に刺激を受
けました
　大塩 啓太郎 会員
■２月11日に行われる鬼祭りで司天師（してんし）を務
めさせていただきます。本日より、神事司天師田楽及
びポンテンザラのけいこに入ります。先日27日に断髪
式をしていただき、役員、家族、町内の人々にハサミ
を入れていただきました
　小林 大悟 会員
■河合珠美会員、誕生日おめでとうございます
　森田 通夫 会員
■年男放談楽しみにしています
　縣 政行 会員　　　　　　　　　　　　　　    （順不同)

放談③ 石黒 功 会員

　私の家系は腎機能が悪く、常々痩せないといけない
と言われていましたが、なかなか食欲には勝てずに体
重は増える一方でした。しかし、ある時に何としてで
も痩せなければいけないと思い、昨年の９月から目標
を立て、12月末には目標であった「10㎏減・体脂肪
率25％」になりました。昨年、アイアンマンレースが
東三河ではじめて行われ、大会の役員をさせていただ
きました。皆さま、アイアンマンレースのギネス世界
記録を持っている方が豊橋に居ることはご存じでしょ
うか。その方は今年91歳で、90歳を超えてもアイア
ンマンレースに挑戦しています。そんな方達と自分の
違いを感じて減量に取り組んでいます。
　最近は田原で様々なお手伝いをさせていただくよう
になり、特にふるさと納税や教育について力を入れて
取り組んでいます。
　昨年名刺交換した方は500名程いましたが、30代の
若い方達の中にも将来のことを考えて行動している素
晴らしい方がいます。これからもこの様な方達と付き
合っていきたいと思います。
　今回の減量は、自分だけでは実行できなかったと思
います。人の助けを借りないと出来ないという自分の
弱さもあり、今回は社員や家内のおかげでなんとか目
標を達成出来ました。自分に協力してくれる仲間を持
つことは大切だと、改めて感じました。今年も様々な
目標を掲げて頑張っていこうと思います。

小笠原 敏彦 会員
（Ｓ.34年2月4日生）

河合 珠美 会員
（2月4日生）

福井 敬 会員
（Ｓ.34年2月4日生）
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